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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年1月17日(2013.1.17)

【公表番号】特表2011-506393(P2011-506393A)
【公表日】平成23年3月3日(2011.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-009
【出願番号】特願2010-537432(P2010-537432)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ   5/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   5/12    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月25日(2011.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式Iの化合物
【化１】

　(式中、R1、R4、R6およびR9は、それぞれ独立に、水素、置換または非置換C1～C12アル
キル、置換または非置換C2～C12アルケニルおよび置換または非置換C2～C12アルキニルか
ら選択され、
R3およびR8は、それぞれ独立に、置換または非置換C1～C12メルカプトアルキル基であり
、前記メルカプト基は、任意選択で保護されていてもよく、あるいはR3とR8は、基-CH2-S
-S-CH2-を形成し、
R2は水素であり、
R7は水素であり、あるいは
対R1-R2および/またはR6-R7は、独立に、置換または非置換C1～C12アルキリデンを形成し
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、あるいはそれらが結合している対応するC原子と一緒になって、置換または非置換C3～C

12シクロアルキルを形成し、
R5およびR10は、それぞれ独立に、アミノ保護基および-(C=O)R"から選択され、各R"は、
独立に、置換または非置換複素環式基および置換または非置換ヘテロシクリルアルキル基
から選択され、
Ra、Rb、Rc、Rd、ReおよびRfは、それぞれ独立に、水素および置換または非置換C1～C12
アルキルから選択され、
Yは、S、OおよびNRiから選択され、
Rhは、置換または非置換C1～C12アルキル基、nが1～25である-(CH2-CH2O)n-CH3基、置換
または非置換C2～C12アルケニルおよび置換または非置換C2～C12アルキニルから選択され
、
Riは、水素、置換または非置換C1～C12アルキル、nが1～25である-(CH2-CH2O)n-CH3基、
置換または非置換C2～C12アルケニルおよび置換または非置換C2～C12アルキニルから選択
される基である)
または薬学的に許容できるその塩、誘導体、互変異性体、プロドラッグもしくは立体異性
体。
【請求項２】
　R4およびR9が、それぞれ独立に、水素および置換もしくは非置換C1～C12アルキルから
選択される、請求項1に記載の化合物。
【請求項３】
　R4およびR9が、それぞれ独立に、水素ならびにメチル、エチル、プロピル、イソプロピ
ル、ブチル、イソブチル、sec-ブチルおよびtert-ブチルから選択される置換または非置
換アルキル基から選択される、請求項2に記載の化合物。
【請求項４】
　R3およびR8が、基-CH2-S-S-CH2-を形成する、請求項1から3のいずれかに記載の化合物
。
【請求項５】
　R2およびR7が水素である、請求項1から4のいずれかに記載の化合物。
【請求項６】
　Ra、Rb、Rc、Rd、ReおよびRfが、それぞれ独立に、水素または置換もしくは非置換C1～
C6アルキルから選択される、請求項1から5のいずれかに記載の化合物。
【請求項７】
　次式IIを有する、請求項1に記載の化合物
【化２】
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(式中、R1、R2、R5、R6、R7、R10、YおよびRhは、請求項1に定義の通りである)または薬
学的に許容できるその塩、誘導体、互変異性体、プロドラッグもしくは立体異性体。
【請求項８】
　R1およびR6が、それぞれ独立に、水素および置換または非置換C1～C12アルキルから選
択される、請求項1から7のいずれかに記載の化合物。
【請求項９】
　R1およびR6が、それぞれ独立に、メチル、メチルチオメチルおよびイソプロピルから選
択される、請求項8に記載の化合物。
【請求項１０】
　R2およびR7が水素である、請求項1から9のいずれかに記載の化合物。
【請求項１１】
　R5およびR10が、それぞれ独立に、アミノ保護基および各R"が置換または非置換ヘテロ
芳香族基である-(C=O)R"から選択される、請求項1から10のいずれかに記載の化合物。
【請求項１２】
　R5およびR10が、それぞれ独立に、各R"が置換または非置換キノリル基である-(C=O)R"
である、請求項11に記載の化合物。
【請求項１３】
　RhがC1～C12アルキルまたはnが1～25である-(CH2-CH2O)n-CH3基である、請求項1から12
のいずれかに記載の化合物。
【請求項１４】
　Rhが、メチル、エチル、プロピルおよびイソプロピルから選択される、請求項13に記載
の化合物。
【請求項１５】
　Yが、SまたはNRiであり、Riが、水素、置換もしくは非置換C1～C12アルキルまたはnが1
～25である-(CH2-CH2O)n-CH3基である、請求項1から14のいずれかに記載の化合物。
【請求項１６】
　YがNRiであり、Riが、メチル、エチル、プロピルおよびイソプロピルから選択される、
請求項15に記載の化合物。
【請求項１７】
　以下の式
【化３】

　を有する、請求項1に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩、誘導体、互変異
性体、プロドラッグもしくは立体異性体。
【請求項１８】
　以下の式
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【化４】

　を有する、請求項17に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩、誘導体、互変異
性体もしくはプロドラッグ。
【請求項１９】
　請求項1から18のいずれかに記載の化合物または薬学的に許容できるそれらの塩、誘導
体、互変異性体、プロドラッグもしくは立体異性体および薬学的に許容できる希釈剤また
は担体を含む、医薬組成物。
【請求項２０】
　請求項1から18のいずれかに記載の化合物または薬学的に許容できるそれらの塩、誘導
体、互変異性体、プロドラッグもしくは立体異性体を含む、癌の治療に使用するための薬
剤。
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